
晦
日
名
古
屋
国
際
ホ
テ
ル
に
お
い

て
、
受
け
付
け
皿
時
、
開
会
午
後

１
時
か
ら
２
時
帥
分
終
了
予
定
と

し
、
来
賓
者
の
役
職
と
、
氏
名
が

決
定
さ
れ
た
。

総
代
会
、
式
典
、
祝
賀
会
の
組

合
員
に
よ
る
役
割
分
担
も
内
定
し

た
。

板平成１２年５月１５日(１ 第３４９号

☆
枢
年
度
新
規
の
事
業

☆
枢
年
度
注
目
し
た
い
事
業

責
任
施
工
。
保
証
工
事
の
強
力

な
推
進

技
大
会
の
表
彰
で
は
「
技
能
競
技

の
部
」
上
位
３
名
「
建
築
技
術
の

部
」
上
位
３
名
、
そ
し
て
第
二
十

二
回
全
国
建
築
板
金
競
技
大
会
の

審
査
結
果
が
報
告
さ
れ
、
知
多
支

部
松
本
君
の
閉
会
の
辞
で
総
会
が

終
了
し
た
。
会
場
を
地
ビ
ー
ル
エ

房
に
移
し
懇
親
会
が
始
ま
り
デ
ン

ビ
ー
ル
で
乾
杯
を
し
て
、
時
間
ま

で
親
睦
を
深
め
解
散
と
な
り
ま
し

た
。
当
日
は
快
晴
で
花
や
緑
が
美

し
く
、
平
成
十
一
年
度
を
締
め
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ご
支
援
、

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

安
城
岩
崎

④
そ
の
他

③
組
合
創
立
拓
周
年
、

記
念
式
典
に
つ
い
て

②
総
代
会
に
つ
い
て

に
基
づ
い
て
、
吉
田
専
務
理
事

が
資
料
の
説
明
を
し
な
が
ら
進
行

さ
れ
た
。

作
成
さ
れ
た
資
料
は
承
認
さ
れ

①
平
成
ｎ
年
度
事
業
及
び
、

決
算
報
告

平
成
岨
年
度
事
業
計
画
案

予
算
（
案
）

愛
知
県
板
金
工
業
組
合
は
、
平

成
ｎ
年
度
最
後
の
理
事
会
を
４
月

肥
日
、
愛
板
会
館
３
階
会
議
室
に

於
い
て
午
後
３
時
よ
り
行
っ
た
。

当
日
は
、
正
副
理
事
長
、
常
務

理
事
、
各
委
員
会
の
代
表
と
、
理

事
（
支
部
長
）
の
各
氏
で
会
議
室

は
満
席
と
な
っ
た
。

議
題
は
、

籍
識

②
の
総
代
会
に
つ
い
て
は
、
５
月

①
の
、
項
目
に
お
い
て
平
成
ｎ
年

度
の
決
算
書
と
、
平
成
岨
年
度
の

予
算
案
の
収
入
合
計
は
氾
万
程
減

少
さ
れ
て
い
る
が
、
支
出
合
計
は

予
備
費
帥
万
円
ほ
ど
で
ｎ
万
円
の

増
加
と
な
っ
て
い
る
。

昭
和
帥
年
度
の
決
算
書
の
収
入

の
部
は
合
計
約
３
０
０
０
万
で
平

成
ｎ
年
度
の
そ
れ
は
約
３
８
４
５

万
で
あ
り
８
４
５
万
の
増
大
が
見

ら
れ
る
。
し
か
し
、
組
合
費
（
賦

課
金
）
は
２
２
０
万
に
止
ま
っ
て

い
る
、
こ
の
差
額
は
、
主
に
組
合

の
事
業
収
入
で
賄
わ
れ
て
い
る
。

健
康
保
険
及
び
労
働
保
険
等
の

事
務
手
数
料
な
ど
事
業
収
入
に
組

合
が
努
力
し
て
き
た
結
果
と
思
わ

れ
る
。
今
後
、
組
合
費
の
値
上
げ

を
押
さ
え
る
た
め
に
も
、
組
合
事

業
に
、
組
合
員
の
協
力
が
期
待
さ

れ
る
。

変
更
す
る
こ
と
無
く
来
月
の
総
代

会
に
使
用
さ
れ
る
見
通
し
だ
。

愛知県板金工業組合
発行広報委員会
名古屋市昭和区北山町
３－８－６〒466-0006

電話052-732-1226

融．､

騨灘！

④
の
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
全
国

建
築
板
金
業
者
神
奈
川
大
会
に
は

愛
知
県
板
か
ら
は
約
１
７
０
名
の

参
加
者
が
あ
り
バ
ス
５
台
分
の
コ
ー

ス
と
、
日
程
表
の
説
明
が
あ
っ
た
。

集
合
場
所
の
事
で
質
疑
応
答
の
結

果
、
少
し
変
更
す
る
も
よ
う
。

第
一
一
十
一
回
青
年
部
通
常
総
会i鑑識iiiiiIiii

祝
賀
会
、
懇
親
会

午
後
４
時
釦
分
か
ら
６
時
ま
で

同
ホ
テ
ル
２
Ｆ
若
竹
、
紅
梅
の
間

で
行
い
、
参
加
者
は
会
費
、
５
０

０
０
円
と
し
た
。

来
賓
者
は
総
代
会
と
合
わ
せ
て

お
願
い
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

③
の
、
組
合
創
立
弱
周
年
記
念
式

典
に
つ
い
て
は
、
午
後
３
時
か
ら

午
後
４
時
釦
分
ま
で
同
会
場
で
行

い
、
組
合
員
功
労
者
と
優
良
従
業

員
に
、
愛
知
県
知
事
覇
中
小
企
業

団
体
中
央
会
、
愛
知
県
板
金
工
業

組
合
理
事
長
の
各
表
彰
状
を
贈
る

こ
と
を
承
認
し
た
。

愛

伝
総
会
風
景

》

傍
理
事
会
風
景

広
報
委
員
会
よ
り
、

こ
の
記
事
が
皆
さ
ん
の
所
に
届

く
こ
ろ
に
は
総
代
会
な
ど
過
ぎ
た

事
と
お
も
わ
れ
ま
す
が
、
年
に
何

回
か
行
わ
れ
る
理
事
会
に
各
支
部

の
代
表
の
理
事
さ
ん
が
会
議
に
出

席
し
、
い
か
な
る
内
容
の
議
題
を

話
し
合
っ
て
い
る
の
か
全
組
合
員

の
理
解
を
得
る
た
め
に
来
月
号
の

総
代
会
の
記
事
と
重
複
す
る
所
も

あ
る
が
載
せ
た
こ
と
と
し
た
。

佐
藤

リ
ホ
ー
ム
。
ソ
ー
ラ
ｊ
施
工
技

術
の
習
得
。

環
境
を
考
慮
し
た
残
材
の
リ
サ

イ
ク
ル
に
関
す
る
調
査
研
究

な
ど
、
話
し
合
い
も
あ
っ
た
。

こ
の
後
、
保
証
、
広
報
、
技
術

更
生
、
経
営
対
策
等
、
の
各
委
員

会
の
代
表
に
よ
る
経
過
報
告
や
、

要
請
等
の
発
表
が
あ
り
、
広
範
囲

な
組
合
行
事
を
、
各
理
事
の
方
々

は
、
理
解
さ
れ
た
事
と
思
わ
れ
る
。

識

平
成
十
二
年
四
月
十
六
日
、
安

城
市
地
域
産
業
文
化
公
園
「
デ
ン

パ
ー
ク
」
に
て
、
十
一
年
度
青
年

部
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ご
来
賓
に
高
柳
副
理
事
長
、
吉

田
専
務
理
事
、
青
年
部
担
当
高
橋

様
、
安
城
支
部
長
西
出
様
を
迎

え
、
午
後
２
時
よ
り
刈
谷
支
部
望

月
君
の
司
会
で
開
会
の
辞
、
岩
崎

部
長
挨
拶
、
来
賓
挨
拶
と
進
み
議

長
に
知
多
支
部
山
内
君
が
選
ば
れ

議
案
審
議
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
号
第
２
号
議
案
と
承
認
さ
れ
、

第
３
号
議
案
の
新
部
長
紹
介
に
中

川
港
支
部
の
本
田
君
が
次
期
部
長

と
し
て
承
認
さ
れ
、
第
４
号
第
５

号
第
６
号
議
案
の
審
議
も
終
り
競

し
あ
い
さ
つ
す
る

岩
崎
青
年
部
長



望
す
る
に
あ
た
り
厳
し
い
が
理
事

長
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
新
規
事
業

に
も
い
ち
早
く
眼
を
向
け
共
同
体

で
一
緒
に
進
み
ま
し
ょ
う
と
挨
拶
。

ヨ
ウ
ケ
ッ

繊
細
氏
の
乾
杯
で
宴
会
に
入
り

和
や
か
な
う
ち
に
終
了
し
た
。

二
期
目
と
な
る
二
村
組
合
長
に

は
難
し
い
カ
ジ
と
り
の
年
に
な
る

だ
ろ
う
が
各
組
合
員
の
協
力
の
元

二
村
丸
の
波
静
か
な
る
航
海
を
期

待
し
た
い
。
東
三
吉
田

愛 板 平成１２年５月１５日（２）

伊
総
会
風
景

平
成
十
二
年
四
月
二
日
（
日
）

第
六
十
一
回
通
常
総
会
が
豊
橋
市

高
千
穂
会
館
に
て
開
催
さ
れ
居
平

副
組
合
長
の
開
会
の
辞
、
山
下
副

組
合
長
の
司
会
進
行
に
よ
り
ス
タ
ー

ト
。
黙
祷
、
組
合
長
挨
拶
、
優
良

従
業
員
表
彰
、
議
長
選
出
で
は
大

竹
・
元
副
組
合
長
が
選
出
さ
れ
議

そ
の
一

い

手
習

の
総
会
を
開
催
し
た
。

来
賓
に
近
藤
衆
議

院
議
員
、
松
山
登
県

会
議
員
、
県
板
村
上

理
事
長
、
西
三
板
金

連
合
会
毛
利
会
長
、

吉
川
商
会
吉
川
部
長
、

吉
田
専
務
理
事
が
列

席
さ
れ
た
。

会
議
に
先
立
ち
近

藤
昭
一
議
員
と
松
山

議
員
か
ら
会
を
励
ま

す
祝
辞
を
頂
い
た
。

会
議
は
恩
田
副
会

長
の
司
会
で
、
始
め

に
鷲
見
連
合
会
長
が

挨
拶
議
事
に
入
っ
た
。

私
は
前
に
、
水
墨
画
を
や
っ
て

い
ま
し
た
。
き
っ
か
け
は
取
引
先

の
大
工
さ
ん
で
、
お
ま
え
も
水
墨

画
を
や
っ
て
み
な
い
か
と
言
わ
れ

始
め
ま
し
た
。
始
め
は
一
人
で
や
っ

て
い
ま
し
た
が
、
妻
も
や
り
た
い

と
言
う
の
で
、
夫
婦
で
始
め
ま
し

た
。

先
生
は
水
野
桜
山
、
本
名
水
野

豊
と
言
わ
れ
、
気
さ
く
な
人
柄
の

よ
い
、
だ
れ
に
で
も
好
か
れ
る
先

生
で
し
た
。
教
室
に
通
っ
て
い
ま

し
て
も
楽
し
く
手
習
い
を
続
け
る

事
が
出
来
ま
し
た
。

先
生
は
日
本
南
画
院
の
理
事
も

務
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

市
の
文
化
祭
、
教
室
の
発
表
会
、

日
本
南
画
院
展
に
出
し
た
り
、
年

に
十
回
ほ
ど
出
品
を
し
て
い
ま
し

た
。

教
室
で
の
基
礎
は
四
君
子
を
習

う
、
始
め
に
蘭
・
竹
・
梅
・
菊
と

順
番
で
そ
の
後
、
山
水
画
の
描
き

方
に
な
り
ま
す
。
基
本
は
ス
ケ
ッ

チ
ブ
ッ
ク
に
鉛
筆
・
木
炭
・
矢
立

な
ど
で
書
き
ま
す
。

で
は
水
墨
画
と
は
、
文
房
四
宝

は
紙
・
墨
・
筆
・
硯
石
と
お
お
ま

か
に
４
種
類
、
そ
の
他
に
筆
洗
・

文
鎮
・
印
・
印
肉
・
布
巾
な
ど
、

て
ん
こ
く

そ
の
後
に
筆
刻
な
ど
を
お
ぼ
え
て

ま
い
り
ま
す
。

岩
室
鐸

凸
。
凸
。
ｑ
智
函
０
町
砧
．
Ｆ
や
『
壁
、
β

豊
田
支
．
部

名
で
し
た
。
三
浦
誠
治
氏
の
司
会

に
よ
り
開
会
し
た
総
会
は
、
西
俣

組
合
長
の
挨
拶
の
後
、
来
賓
挨
拶

を
県
板
村
上
理
事
長
、
吉
田
専
務

理
事
、
毛
利
貞
夫
西
三
板
金
連

合
会
会
長
、
高
柳
一
男
岡
崎
板

金
組
合
組
合
長
、
横
山
貝
久
横

山
興
業
（
株
）
社
長
、
長
谷
川
賢

市
豊
田
高
等
職
業
訓
練
校
校
長

に
御
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続

い
て
奥
田
憩
氏
を
議
長
に
選
出
し

て
議
事
に
入
り
平
成
十
一
年
度
事

業
報
告
、
会
計
報
告
、
会
計
監
査

報
告
の
後
平
成
十
二
年
度
事
業
計

画
案
及
び
予
算
案
が
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
十
二
年
度
事
業
計
画

の
中
で
今
ま
で
に
な
い
事
業
と
し

て
集
団
健
康
診
断
を
上
げ
て
い
る

ほ
か
、
西
三
板
金
連
合
会
総
会
担

当
支
部
と
し
て
ｎ
月
７
日
（
火
曜
）

に
豊
田
市
内
『
猿
投
温
泉
』
を
予

定
し
て
い
る
旨
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。
議
案
審
議
終
了
後
、
各
報
告

事
項
の
発
表
と
な
り
吉
隼
部
報
告
、

技
能
士
会
報
告
、
豊
田
高
等
職
業

訓
練
校
講
師
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

本
年
度
班
長
さ
ん
の
発
表
後
総
会

は
閉
会
し
ま
し
た
。

豊
田
松
井

麓
一
議

事
業
報
告
は
鈴
木
副
会
長
が
行

い
昨
年
度
の
職
人
展
で
は
材
料
費

を
上
回
る
売
上
が
あ
り
好
評
で
あ
っ

た
。
工
場
見
学
は
県
板
沼
淫
常
務

理
事
の
お
骨
折
り
で
新
日
本
製
鉄

名
古
屋
製
鉄
所
を
四
十
八
名
で
見

学
し
た
。
十
一
月
に
は
二
年
間
休

止
し
て
い
た
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
を

支
部
対
抗
で
開
催
す
る
な
ど
計
画

し
て
い
た
事
業
を
行
っ
た
と
報
告
。

決
算
報
告
は
佐
藤
会
計
が
行
い
長

谷
川
監
査
役
が
監
査
報
告
を
行
い

承
認
さ
れ
た
。

新
年
度
事
業
は
例
年
通
り
で
あ

る
が
今
年
の
工
場
見
学
は
日
曜
日

に
開
催
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
に

応
え
て
、
産
業
技
術
記
念
館
と
ト

ヨ
タ
博
物
館
を
九
月
三
日
の
日
曜

日
に
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
各
支
部
の
青
年
部
が
会
員
の

減
少
な
ど
で
解
散
し
て
い
る
の
で

連
合
会
で
一
本
化
で
き
る
よ
う
調

査
、
努
力
し
て
行
く
な
ど
の
事
業

計
画
が
承
認
さ
れ
た
。

議
事
終
了
後
村
上
理
事
長
が
挨

拶
に
た
ち
「
自
分
の
城
は
自
分
で

守
れ
／
」
と
力
強
い
お
言
葉
を
頂

い
た
。総

会
終
了
後
〃
縁
の
宴
〃
名
城

会
館
特
別
料
理
に
盛
大
な
宴
と

な
っ
た
。
西
支
部
鈴
木

平
成
十
二
年
四
月
八
日
土
曜
日

桜
で
満
開
と
な
っ
た
名
城
公
園
、

公
園
前
に
あ
る
名
城
会
館
で
名
古

屋
板
金
連
合
会
の
平
成
十
二
年
度

蕊
平
成
十
一
一
年
度
第
四
十
四
回
総
会

平
成
皿
年
４
月
１
日
（
士
）
平

成
十
二
年
度
豊
田
板
金
工
業
組
合

の
定
時
総
会
が
豊
田
市
小
坂
本
町

の
『
豊
田
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
』

４
階
視
聴
覚
室
に
於
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
組
合
員
総
数
弱
名
中

総
会
出
席
記
名
、
委
任
状
出
席
週

案
審
議
さ
れ
た
が
、
ほ
ぼ
と
ど
こ

お
り
な
く
終
了
し
た
。

組
合
長
挨
拶
で
「
春
う
ら
ら
か

に
う
ら
ら
か
に
桜
高
千
穂
今
こ
の

ご
ろ
に
」
と
今
日
の
た
め
詠
わ
れ
、

通
常
総
会
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
深

謝
し
ま
す
。
一
年
前
に
我
々
役
員

一
同
は
心
に
こ
う
誓
い
合
い
ま
し

傍
あ
い
さ
つ
す
る
西
俣
支
部
長

第３４９号

た
。
初
年
度
は
大
人
の
勉
強
期
間
、

一
生
懸
命
勉
強
し
そ
れ
を
糧
、
肥

や
し
に
し
て
業
界
の
た
め
組
合
の

た
め
開
花
練
乱
と
ま
で
行
か
な
い

ま
で
も
将
来
の
礎
と
な
る
よ
う
が

ん
ば
り
た
い
。
幸
い
に
も
東
三
は

人
材
の
宝
庫
、
皆
様
の
力
を
合
わ

せ
れ
ば
必
ず
や
明
る
い
展
望
が
開

け
る
で
し
ょ
う
と
今
年
に
か
け
る

抱
負
を
力
強
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

村
上
理
事
長
は
真
っ
先
に
今
年

度
の
愛
板
新
年
会
が
東
三
担
当
で

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
こ
と
慰
労

の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
村
岡
衆
議

院
議
員
に
単
価
安
の
陳
情
、
新
規

事
業
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、

基
幹
技
能
士
の
育
成
等
に
力
を
注

ぎ
た
い
。
ま
た
愛
板
三
十
五
周
年

式
典
に
大
勢
の
出
席
を
促
さ
れ
ど

挨
拶
と
さ
れ
た
。

通
常
総
会
が
無
事
に
終
了
し
た

後
は
会
場
を
移
し
懇
親
会
が
催
さ

れ
豊
会
（
問
屋
五
社
）
代
表
幹
事

マ
ル
サ
ン
金
属
建
材
（
株
）
代
表

取
締
役
鈴
木
腐
社
長
は
将
来
を
展

『
通
幽
凧
総
幽
奉
柵

〔平成'蝉名龍覆鎚合会総会
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西
支
部
で
は
昨
年
か
ら
計
画
を

進
め
て
い
た
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
の
講
習
会
を
三
月
二
十
四
日
名

古
屋
山
田
地
域
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
た
。西

支
部
で
は
毎
月
二
四
会
（
ニ

ョ
ン
会
）
を
開
い
て
い
る
。
三
月

の
二
四
会
で
は
、
県
板
と
名
古
屋

板
金
連
合
会
の
連
絡
事
項
と
勉
強

会
を
開
い
た
。

勉
強
会
は
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
の
仕
組
み
と
施
工
法
の
勉
強
で

建
材
メ
ー
カ
ー
の
「
ク
ボ
タ
」
と

建
材
問
屋
の
初
穂
商
事
さ
ん
の
協

力
で
行
っ
た
。

モ
ジ
ュ
ー
ル
（
太
陽
集
光
板
）

は
ク
ボ
タ
カ
ラ
ー
ベ
ス
ト
コ
ロ
ニ

ァ
ル
と
同
じ
大
き
さ
の
モ
ジ
ュ
ー

ル
な
の
で
手
に
取
っ
て
み
る
こ
と

が
出
来
た
。
取
付
作
業
も
モ
ジ
ュ
ー

ル
自
体
が
屋
根
材
で
あ
る
の
で
ル
ー

フ
ィ
ン
グ
の
上
に
直
接
ビ
ス
止
め

施
工
で
き
他
の
太
陽
光
発
電
よ
り

コ
ス
ト
も
施
工
性
も
と
て
も
よ
い

製
品
で
あ
る
と
思
っ
た
。

モ
ジ
ュ
ー
ル
に
は
、
ア
モ
ル
フ
ァ

ス
系
と
結
晶
シ
リ
コ
ン
系
が
あ
り

ク
ポ
タ
は
ア
モ
ル
フ
ァ
ス
使
用
し

て
い
る
ア
モ
ル
フ
ァ
ス
系
と
結
晶

シ
リ
コ
ン
系
を
比
較
し
て
み
た
。

下
図

、

当

加▲参

製
作
面
か
ら
も
省
資
源
。
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
省
設
備
と
環
境
に
優

し
い
と
い
え
る
。
太
陽
光
発
電
で

作
ら
れ
た
電
気
は
家
庭
内
で
電
化

製
品
に
使
用
さ
れ
る
が
、
電
力
会

社
と
契
約
す
る
こ
と
に
よ
り
あ
ま
っ

た
電
気
は
電
力
会
社
に
売
電
す
る

事
が
出
来
る
。

〃
住
宅
用
太
陽
光
発
電
導
入
基

くilll

V、$イ

な
る
添
乗
員
で
あ
る
。
１
日
目
は

松
坂
で
焼
き
肉
バ
イ
キ
ン
グ
を
取

り
、
鳥
羽
海
の
博
物
館
に
立
ち
寄

り
午
後
４
時
に
泊
ま
り
の
鳥
羽
シ
ー

サ
イ
ド
ホ
テ
ル
に
着
い
た
。
翌
日

は
二
見
ヶ
浦
の
夫
婦
岩
を
見
学
し
、

真
珠
店
に
寄
っ
た
。
そ
し
て
伊
勢

神
宮
の
内
宮
を
参
拝
し
、
お
か
げ

横
丁
を
散
策
し
、
磯
部
で
昼
食
を

し
て
帰
路
に
つ
い
た
。
バ
ス
の
中

で
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
し
て
楽
し
ん

だ
。
差
し
入
れ
が
多
く
て
余
っ
た

の
で
、
我
々
は
そ
れ
ら
を
分
け
て

貰
っ
て
、
午
後
６
時
少
し
前
に
そ

れ
ぞ
れ
の
家
路
に
つ
い
た
。

西
尾
大
橋

の
強
行
日
程
で
は
あ
っ
た
が
、
役

員
の
意
思
統
一
が
で
き
た
研
修
旅

行
で
し
た
。

五
月
三
十
日
よ
り
開
始
さ
れ
る

技
能
検
定
講
習
会
で
の
再
会
を
約

束
し
解
散
し
た
。
岡
崎
中
村

卿
西
尾
支
部
研
修
旅
行
伽

盤
整
備
事
業
″

通
産
省
で
は
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
の
市
場
へ
の
導
入
促
進
を
目

的
と
し
て
、
（
財
）
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

財
団
に
委
託
し
て
平
成
六
年
よ
り

個
人
住
宅
に
補
助
金
制
度
を
実
施

し
て
い
る
。

平
成
十
一
年
度
補
助
金
（
三
十

三
万
円
／
剛
）
予
算
は
一
六
○
億

円
プ
ラ
ス
前
年
度
繰
り
越
し
四
○

億
円
を
加
え
て
二
○
○
億
円
（
二

万
件
の
応
募
に
対
応
）
で
あ
る
。

補
助
を
受
け
る
に
は
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
財
団
（
Ｎ
Ｅ
Ｆ
）
に
問
い
合

わ
せ
る
と
よ
い
。

西
支
部
鈴
木

地球に注ぐ太陽エネルギー約60分間
世界のエネルギー総需要100,000kcal

太陽表面放射
エネルギー
9兆kcal×10'0／秒 ~土

大
変
だ
っ
た
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

又
、
札
幌
市
内
の
洞
内
板
金
の

社
長
さ
ん
に
お
願
い
し
て
ホ
テ
ル
、

反射12兆kcal／秒
、約３０％

夕
食
の
お
店
を
紹

介
し
て
い
た
だ
き
、

す
て
き
な
札
幌
の

夜
を
過
ご
し
ま
し

た
。

二
日
目
は
、
小

樽
方
面
で
一
一
シ
ン

御
殿
の
ト
タ
ン
平

葺
き
屋
根
を
見
学

し
、
運
河
を
見
て
、

お
み
や
げ
屋
へ
。

そ
れ
ぞ
れ
み
や
げ

を
手
に
空
路
名
古

屋
へ
。
一
泊
二
日

西
三
技
能
士
会
で
は
、
十
二
年

度
技
能
検
定
講
習
を
目
前
に
し
た

四
月
二
十
一
一
一
・
二
十
四
日
に
役
員

の
研
修
と
親
睦
を
兼
ね
て
、
北
海

道
へ
の
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。

内
山
会
長
を
始
め
十
名
の
参
加
で
、

有
意
義
な
二
日
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。

北
海
道
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
住

宅
や
大
き
な
建
物
で
も
横
葺
き
屋

根
が
多
く
、
雪
や
氷
点
下
二
十
度

に
耐
え
ら
れ
る
鋼
板
屋
根
が
主
流

に
な
っ
て
い
る
様
で
す
。

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
園
で
は
、
菱

葺
き
屋
根
で
、
園
内
の
ほ
と
ん
ど

が
施
工
さ
れ
て
い
て
、
す
ご
い
の
一

言
で
、
勾
配
も
急
な
た
め
仕
事
も

、

Ｌ
一
冠
．
。
ｐ
廷
二
Ｊ
エ
コ
。
。
』
『
亘
．
．
“
１
書
．
４
》
昼
。
＆
弓
。
。
Ｊ
邑
邑
．
８
』
可
．
Ｊ
云
画
。
３
－
可
・
圭
一
Ｆ
や
星
冒
ｑ
Ｊ
二
一
“
・
駐
こ
ぎ
Ｊ
幸
五
国
・
ロ
ュ
一
五
。
ロ
ロ
壁
一
Ｊ
ユ
ヨ
。
。
Ｊ
丑
二
Ｊ
込
津
“
。
＆
＆
輯
ｊ
一
茸
・
Ｐ
＆
砥
？
１
一
で
。
．
上
一
海
ｐ
Ｊ
ｚ
写
。
０
４
－
項
８
１
で
。
。
凸
皇
君
・
込
晒
■
．
Ｊ
墨
鷺
Ｊ
ａ
風
寸
３
４
画
凸
Ｊ
匹
宅
尿
。
盛
、
▼

世
だ
が
皿
世
紀
に
向
け
て
、
夢
を

持
っ
て
西
尾
は
い
っ
そ
う
の
団
結

を
し
て
行
こ
う
。
」
と
述
べ
ら
れ

た
。
西
尾
支
部
に
と
っ
て
、
こ
の

研
修
旅
行
は
組
合
員
の
親
睦
と
団

結
の
機
会
を
持
つ
と
言
う
の
が
主

た
る
目
的
で
、
役
員
さ
ん
達
が
重

要
視
し
て
い
る
行
事
で
あ
る
。
毎

年
、
旅
行
は
三
河
ト
ラ
ベ
ル
さ
ん

に
お
願
い
し
て
い
る
。
添
乗
員
の

中
桐
さ
ん
に
は
長
年
お
世
話
に
な

り
、
彼
は
遊
び
の
穴
場
や
事
情
を

よ
く
知
る
、
ベ
テ
ラ
ン
の
頼
り
に

愛

者

叩
西
三
板
金
技
能
士
会
研
修
旅
行
伽

西
尾
支
部
は
４
月
肥
日
～
Ⅳ
日

に
、
鳥
羽
と
伊
勢
神
宮
の
内
宮
の

参
拝
の
研
修
旅
行
に
出
か
け
た
。

組
合
員
幻
名
、
従
業
員
４
名
、
田

中
屋
と
富
士
商
店
の
問
屋
さ
ん
２

名
の
認
名
の
参
加
で
あ
っ
た
。
西

尾
文
化
会
館
南
駐
車
場
に
８
時
印

分
集
合
、
９
時
に
鳥
羽
に
向
か
っ

て
出
発
し
た
。
村
松
相
談
役
が
出

発
の
挨
拶
で
「
西
尾
支
部
は
組
合

員
の
ま
と
ま
り
が
あ
り
、
指
導
者

の
人
材
も
豊
富
で
あ
る
。
今
は
有

珠
山
の
噴
火
や
不
況
な
ど
暗
い
時

シリコン使用量

製 造エ ネル

工場規模

ニネルギーー変換効率

温度による発電効率

年間発電量（３ｋＷ）

アモルファス系

厚さ0.3ミクロンＣ）

小<l）

8％前後(３ＫＷｈ::44㎡）

発電効率の低下は少なﾔ、

概ね3600Ｋｗｈ

結

厚さ200ミクロン（666）

六（３）

12％前後(３ＫＷh＝26㎡）

発電効率の低下が著しい

概ね3300ＫＷ鷺
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４
日
青
年
部
会
合
・
潮
干
狩

り
の
件
に
つ
い
て

碧
南
支
部

皿
日
青
年
部
定
例
会

豊
田
支
部

１
日
総
会
調
名

肥
日
第
１
回
役
員
班
長
会泌

名

刈
谷
支
部

３
日
定
例
会
・
各
種
講
習
会

の
案
内
ｎ
名

西
尾
支
部

６
日
役
員
会
Ⅳ
名

肥
．
Ⅳ
日
研
修
旅
行

知
立
支
部

賜
日
定
例
会
５
名

東
三
支
部

２
日
第
飢
回
通
常
総
会
銘
名

２
日
青
年
部
幹
事
会

７
日
定
例
会
町
名

皿
日
新
旧
役
員
引
継
会
Ⅳ
名

館
日
Ｎ
Ｅ
Ｗ
板
カ
ラ
会
辿
名

鯉
日
三
役
会
４
名

名
古
屋
市
自
由
が
丘
で
最
近
工

事
が
終
わ
っ
た
市
営
住
宅
六
階
建

八
棟
の
屋
上
す
べ
て
に
太
陽
光
発

電
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
公
共
事

業
に
率
先
し
て
導
入
さ
れ
て
い
る

の
が
良
く
分
か
る
。

以
前
か
ら
道
路
標
識
や
時
計
塔

に
は
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
街

の
中
を
走
っ
て
い
て
目
に
し
て
い

た
こ
と
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
団
地

の
屋
根
す
べ
て
に
架
設
さ
れ
る
の

は
目
新
し
い
こ
と
だ
と
思
う
。

太
陽
光
発
電
は
私
が
最
初
に
見

た
の
は
十
年
く
ら
い
前
に
中
部
電

力
の
大
高
技
術
開
発
本
部
と
そ
の

す
ぐ
前
に
あ
る
「
青
年
の
家
」
の

屋
根
に
設
置
さ
れ
た
の
が
最
初
で

あ
る
。
当
時
は
ま
だ
道
路
標
識
に

も
使
わ
れ
て
い
な
く
て
非
常
に
珍

し
い
シ
ス
テ
ム
の
よ
う
に
思
っ
た
。

今
で
は
一
般
住
宅
に
も
導
入
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
は
来
て
い
る

が
、
非
常
に
高
価
で
ざ
っ
と
㎡
六

万
五
千
円
位
か
か
る
。
屋
根
の
南

面
約
四
十
㎡
に
設
置
す
る
と
二
百

六
十
万
円
く
ら
い
か
か
る
。

し
か
し
最
近
で
は
需
要
が
少
し

ず
つ
増
え
て
き
た
こ
と
か
ら
大
量

生
産
に
よ
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
進

み
、
ま
だ
ま
だ
安
く
な
っ
て
く
る

と
思
わ
れ
る
。

今
や
光
発
電
は
色
々
な
分
野
に

使
用
さ
れ
計
算
機
は
も
と
よ
り
、

腕
時
計
、
道
路
上
の
標
識
、
電
線

を
敷
設
す
る
事
が
困
難
な
場
所
で

げ
て
行
く
計
画
で
あ
る
。
需
要
が

多
く
な
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
の
で

今
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
方
針
で

期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
。
鷲
見

４
月
各
支
部
の
動
き

岨可

は
太
陽
光
発
電
が
最
も
適
し
て
い

る
。
一
時
期
、
団
地
の
屋
根
に
太

陽
温
水
器
が
多
く
見
ら
れ
た
が
こ

れ
か
ら
は
太
陽
発
電
機
に
変
わ
っ

て
く
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

地
球
環
境
が
空
気
中
の
炭
酸
ガ

ス
の
増
加
や
、
フ
ロ
ン
ガ
ス
が
多

く
な
り
オ
ゾ
ン
層
を
破
壊
し
た
り

し
て
地
球
温
暖
化
が
進
ん
で
い
る
。

地
球
温
暖
化
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け

る
意
味
か
ら
も
国
が
太
陽
光
発
電

に
設
置
価
格
の
約
四
分
の
一
の
補

助
金
を
出
し
て
普
及
を
進
め
て
い

る
。

新
築
住
宅
に
設
置
す
る
の
と
既

設
住
宅
に
設
置
す
る
の
で
は
架
設

条
件
が
違
い
、
私
た
ち
板
金
業
者

が
施
工
す
る
に
は
新
築
住
宅
が
望

ま
し
い
。

メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
は
屋
根
材

と
同
じ
施
工
方
法
で
集
光
板
を
屋

根
材
と
し
て
葺
い
て
い
く
事
が
出

来
る
の
で
私
た
ち
板
金
屋
が
施
工

に
は
一
番
適
し
て
い
る
。
屋
根
の

上
に
設
置
す
る
の
が
最
も
適
し
て

い
ゑ
皇
か
ら
、
既
営
岸
浪
の
リ
フ
ォ
ー

ム
の
時
に
薦
め
る
こ
と
も
で
き
る
。

施
工
に
は
電
気
に
関
し
た
事
も
扱

わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
と
専
門

的
な
こ
と
も
必
要
に
な
る
こ
と
か

ら
、
講
習
を
受
け
て
勉
強
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

三
月
二
十
四
日
に
西
支
部
が
講

習
会
を
開
き
五
月
二
十
四
日
に
は

西
三
板
金
連
合
会
が
講
習
会
を
開

蕊溌鷺

名
古
屋
板
金
連
合
会

８
日
総
会
名
城
会
館
弱
名

昭
和
支
部

ｎ
日
常
会
新
会
員
紹
介

早
川
金
属
・
小
山
飯
金

熱
田
南
支
部

焔
日
定
例
会

瑞
穂
支
部

１
日
定
例
会
犯
名

・
県
板
事
業
報
告

・
名
古
屋
板
金
連
合
会

総
会
の
報
告

・
健
康
保
険
証
配
布

一
宮
支
部

Ⅳ
日
役
員
会
躯
名

春
日
井
支
部

７
日
定
例
会
略
名

江
南
支
部

過
日
月
例
会
・
地
区
役
員
新

旧
顔
合
せ
会
８
名

西
春
支
部

９
・
加
日
総
会
旅
行
（
花
博

と
淡
路
島
め
ぐ
り
）

別
名

小
牧
支
部

８
日
支
部
会
皿
名

津
島
支
部

５
日
定
例
会
岨
名

西
三
板
金
連
合
会

４
日
役
員
会
知
名

岡
崎
支
部

催
す
る
。

愛
知
県
板
金
工
業
組
合
の
新
年

度
事
業
に
も
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム

の
施
工
技
術
の
講
習
会
を
取
り
上

▲富士川河口桜えび干し

に
は
解
体
し
た
て
の
マ
グ
ロ
の
切

り
身
を
持
た
せ
て
く
れ
返
っ
て
恐

縮
し
て
し
ま
う
始
末
で
あ
る
。

私
は
人
の
出
会
い
ふ
れ
会
い
を

大
切
に
し
て
い
る
。
あ
ち
こ
ち
写

真
を
撮
り
に
出
掛
け
る
事
が
多
い

か
ら
土
地
の
人
と
の
ふ
れ
会
い
の

機
会
も
多
く
な
る
し
楽
し
み
で
も

あ
る
。
何
気
な
く
撮
っ
た
写
真
を

送
っ
て
あ
げ
る
と
「
貴
男
の
好
意

が
嬉
し
い
」
と
の
礼
状
や
名
産
が

届
く
の
も
し
ば
し
ば
。
安
城
の
お

ば
さ
ん
グ
ル
ー
プ
か
ら
名
産
の
梨

が
送
ら
れ
て
来
り
、
松
川
の
リ
ン

ゴ
園
の
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
リ
ン
ゴ

が
届
い
た
り
、
海
外
旅
行
で
出
会
っ

た
人
か
ら
ち
く
わ
や
は
ん
ぺ
ん
を

頂
い
た
り
だ
が
、
こ
れ
も
写
真
が

取
り
持
つ
縁
で
あ
る
。

い
つ
も
何
か
を
期
待
し
て
送
る
訳

で
は
な
い
が
人
の
好
意
を
好
意
と

し
て
受
け
と
っ
て
貰
え
る
人
が
多

い
こ
と
が
嬉
し
い
。
何
時
ま
で
も

出
会
い
ふ
れ
会
い
の
縁
を
大
切
に

続
け
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

四
月
二
十
七
日
附
晴

三
四
九
号
編
集
会
議

委
員
八
名
出
席

午
後
五
時
終
了
⑧

鴬

旬
①
４
“
Ｕ
７
。
■
６
画
ｐ
▼
■
●
６
“
Ｂ
ｒ
⑤
●
且
邑
口
、
■
■
凸
凸
Ｕ
０
■
■
Ｏ
０
ｒ
ｇ
●
且
凸
■
ｒ
●
■
＆
皇
弓
ワ
■
■
Ａ
Ｕ
０
ゆ
守
自
■
▽
。
■
■
凸
０
７
●
●
ム
ロ
ヮ
●
巳
０
日
■
・
■
●
凸
凸
Ｖ
Ｃ
●
０
■
Ｕ
Ｕ
●
■
Ａ
０
ｒ
●
●
Ｏ
０
ｒ

蕊

ジ
ァ
ム
」
の
中
に
あ
る
寿
司
処

「
駿
河
」
の
井
上
料
理
長
で
あ
っ

た
。
こ
の
人
と
は
今
年
一
月
、
四

十
数
年
来
の
八
人
組
の
親
友
夫
妻

で
「
寿
司
食
べ
放
題
と
い
ち
ご
狩

り
」
日
帰
り
ツ
ァ
ー
に
出
掛
け
た

折
り
立
ち
寄
っ
た
寿
司
処
・
駿
河

で
出
会
っ
た
。
血
色
の
い
い
で
っ

ぷ
り
し
た
体
格
に
、
締
め
た
鉢
巻

き
と
清
楚
な
寿
司
職
人
の
身
繕
い
、

そ
し
て
手
際
よ
く
握
る
仕
事
ぶ
り

に
つ
い
カ
メ
ラ
を
向
け
た
。
軽
く

頭
を
さ
げ
な
が
ら
ニ
ッ
コ
リ
微
笑

ん
だ
笑
顔
が
実
に
よ
か
っ
た
。

料
理
長
の
握
る
寿
司
を
食
べ
な
が

ら
初
対
面
と
は
思
え
ぬ
ほ
ど
話
し

が
弾
み
写
真
を
送
る
約
束
を
し
て

帰
っ
た
。
そ
の
後
、
わ
ず
か
五
・

六
枚
の
写
真
を
送
っ
た
だ
け
な
の

に
高
価
な
「
桜
え
び
」
を
ｒ
く
と

は
夢
に
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
が

こ
の
人
の
義
理
堅
い
性
格
を
知
る

こ
と
に
な
り
、
お
陰
で
桜
え
び
料

理
を
堪
能
さ
せ
て
貰
っ
た
。
ま
た

先
日
も
桜
え
び
の
お
礼
に
料
理
長

の
仕
事
姿
と
白
梅
に
富
士
山
を
入

れ
た
写
真
を
大
き
く
延
ば
し
持
参

し
た
所
、
嬉
し
い
嬉
し
い
を
連
発

し
て
大
変
喜
ん
で
く
れ
た
。
帰
り

園
一
厘
医
一
園
一

▲富士市岩本山公園梅園

四
月
の
は
じ
め
頃
、
駿
河
湾
・

由
比
港
に
揚
っ
た
今
年
初
漁
ピ
チ

ピ
チ
の
「
桜
え
び
」
が
届
い
た
。

「
生
で
そ
の
ま
ま
召
し
上
が
る
か

か
き
揚
げ
天
ぷ
ら
で
お
召
し
上
が

り
く
だ
さ
い
」
と
添
え
書
き
が
し

て
あ
る
。
贈
り
主
は
静
岡
県
清
水

市
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
寿
司
ミ
ュ
ー

1鍵;蕊


